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　関東教区

⚫�互助のためのナルドの壺献金運動を
通して、受給教会の伝道の前進を。

⚫�コロナ禍のために疲弊した教会・伝
道所を支え、共に伝道に仕える。

⚫�豪雪地の伝道の上に。特に雪害に遭
っている妙高高原教会のために。

郵便振替 00140-3-67727
　「日本基督教団関東教区」

　東北教区

⚫�対面での青年層の活動が、コロナ禍
で停滞しました。教区全体で若者を
育てる再出発となりますように。

⚫�十数年ぶりに礼拝が再開された浪
江・小高両伝道所の宣教が地域の
方々との交流で祝されますように。

郵便振替 02200-7-9490
　「日本基督教団東北教区」

祈りの課題

「
教
会
で
沖
縄
の
話
を
聞
く
中
で
、
沖
縄
の
歴
史

を
学
び
た
い
。
今
の
沖
縄
を
知
り
た
い
。
自
分
の

目
で
知
り
た
い
、
学
び
た
い
と
思
っ
た
」
と
い
う

参
加
動
機
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
戦
跡
め
ぐ
り
。
夕
方
か
ら
は
普
天

間
基
地
ゲ
ー
ト
前
の
ゴ
ス
ペ
ル
を
歌
う
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
２
日
目
は
辺
野
古
に
行
き
、
日
頃
か

ら
辺
野
古
で
新
基
地
反
対
の
た
め
の
海
上
行
動
で

船
長
を
し
て
い
る
金
井
創は

じ
めさ

ん
（
佐
敷
教
会
牧
師
）

や
國
分
美
生
さ
ん
（
沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
牧
師
）、

野
間
光
顕
さ
ん
（
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大
学
特
任
講

師
）
か
ら
、
な
ぜ
新
基
地
反
対
運
動
を
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
沖
縄

の
現
状
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
船
に
乗
り
、

美
し
い
辺
野
古
の
海
を
感
じ
る
時
も
持
ち
ま
し
た
。

２
泊
３
日
と
い
う
短
い
時
間
で
し
た
が
、
沖
縄

の
か
つ
て
の
戦
争
と
と
も
に
、
今
の
沖
縄
の
痛
み

に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
、「
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
た
」「
沖
縄
の

海
が
隣
人
と
な
っ
た
」
な
ど
、
し
っ
か
り
と
沖
縄

に
向
き
合
っ
た
か
ら
こ
そ
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
生
や
青
年
た
ち
が
実
際
に
出
か
け
て
行
き
、

体
験
す
る
機
会
を
失
っ
た
３
年
間
で
し
た
。
関
東

教
区
は
今
後
も
そ
の
よ
う
な
青
年
た
ち
の
活
動
を

し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
群
馬
・
桐
生
東
部
教
会
牧
師　

三
浦�

啓
）

関
東
教
区

関
東
教
区
は
高
校
生
や
青
年
た
ち
が
教
会
や
地

区
を
超
え
て
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
や
学
び

を
行
う
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

励
ま
し
合
い
共
に
成
長
す
る
こ
と
が
、
信
仰
を
養

う
機
会
と
な
る
か
ら
で
す
。

今
年
３
月
20
日
か
ら
22
日
、「
K
K
S
（
教
会
・

高
校
生
・
青
年
）
沖
縄
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
３
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
３
年
前
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
延
期
し
た
も
の
で
す
。
当
時

の
高
校
生
３
名
が
そ
ろ
っ
て
沖
縄
へ
行
く
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
と
思
い
、
決
行
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、「
当
初
は
教
会
に
つ
な
が
る
同
年
代
の
子

と
出
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
沖
縄
の
歴
史

を
沖
縄
で
知
り
た
い
と
の
思
い
に
変
わ
っ
た
」

て
い
ま
す
。

「
教
区
の
外
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」。
里
帰
り
を

兼
ね
て
遠
隔
地
か
ら
、
交
流
が
盛
ん
な
Ｓ
Ｃ
Ｆ

（
学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛
会
）
か
ら
、
と
毎
回
多
彩
な

顔
触
れ
で
す
。
台
湾
基
督
長
老
教
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｔ
）

の
若
者
と
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。

時
代
ゆ
え
か
学
校
や
社
会
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
メ
ン
バ
ー
も
増
え
ま
し
た
。
逆
に
東
北
ユ
ー

ス
で
は
安
心
し
て
過
ご
せ
る
、
自
分
を
出
せ
る
、

と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。
全
参
加
者
が
平
等
に
活
躍

で
き
る
空
間
が
生
ま
れ
、
期
せ
ず
し
て
教
会
的
な

交
わ
り
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
主
の
な
さ

る
業
は
人
の
思
い
を
超
え
、
東
北
の
地
に
広
が
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
明
け
の
展
開
も
楽
し
み
で
す
。
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（
東
北
教
区
宣
教
部
委
員
長　

荒
井
偉
作
）

東
北
教
区

震
災
の
影
響
残
る
２
０
１
４
年
度
、
教
区
宣
教

部
と
教
区
セ
ン
タ
ー
「
エ
マ
オ
」
と
の
共
催
で
若

者
の
た
め
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
年
度
だ

け
で
７
つ
の
行
事
が
企
画
さ
れ
、
当
時
の
教
区
報

に
は
、「
礼
拝
、
教
会
堂
と
敷
地
の
整
備
、
…
…

語
り
合
い
が
、
青
年
の
主
体
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

教
区
に
こ
ん
な
日
が
訪
れ
る
と
は
、
つ
い
最
近
ま

で
誰
が
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
」
と
あ
り
ま
す
。

翌
15
年
に
は
宣
教
部
の
下
に
、
若
者
主
導
で

「
青
少
年
プ
ロ
グ
ラ
ム
小
委
員
会
」
が
発
足
。
以

前
か
ら
有
志
が
実
施
し
て
い
た
Ｃ
Ｓ
生
徒
大
会
の

中
高
生
部
門
や
会
津
地
区
で
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

と
融
合
し
て
イ
ベ
ン
ト
数
は
倍
増
、「
東
北
ユ
ー

ス
」
の
愛
称
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
教
団
教
育
委
員

会
が
つ
な
げ
る
教
区
間
の
交
流
も
貴
重
で
し
た
。

「
東
北
ユ
ー
ス
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、
若
者
た

ち
の
声
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。「
教
会
外
か
ら
も

参
加
者
が
多
い
」。
友
人
や
き
ょ
う
だ
い
に
誘
わ

れ
て
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
勧
め
で
、
初
め

て
教
会
に
足
を
踏
み
入
れ
る
若
者
た
ち
が
毎
回
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
教
会
に
つ
な
が
っ
た
り
、
献
身

に
至
る
者
も
い
ま
す
。

「
参
加
費
が
安
い
！
」。
家
庭
の
事
情
を
考
慮
し
、

宿
泊
行
事
も
参
加
費
を
２
千
円
～
６
千
円
に
抑
え

辺野古の海を船で体験する「KKS
沖縄キャンプ2023」の参加者たち

2022年夏、猪苗代でのワークキャンプ。
奉仕作業の合間の一コマ

日本基督教団伝道推進
基本方針
⚫ 祈祷運動 共に祈ろう

⚫ 信徒運動 共に伝えよう

⚫ 献金運動 共に献げよう

「日本基督教団全国伝道推進献金」
振替口座  00140-7-293436

全国17教区が取り組んでいる伝道の働きを
２教区（東京は支区）ずつ紹介します。
全国の教区・教会・伝道所を覚えて
祈りをあわせましょう。

献金についての問い合わせは
日本基督教団事務局まで（TEL 03-3202-0541）

毎月第３主日は日本キリスト教団の定めた
「日本伝道の推進を祈る日」です

共に祈るために


